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１．調査概要 

１）調査の目的 
 

 

 

 
 

 

 

 

豊予海峡ルート整備は国家的なプロジェクトであることから、通常の時間短縮や渋滞緩和といったミ

クロな交通課題解消ではなく、ママククロロなな国国土土形形成成のの観観点点かからら整整備備のの必必要要性性を明確にする。 

国土形成計画の「全国計画」（平成 27 年）では、「対流促進型国土の形成」、「重層的かつ強靭な『コ

ンパクト＋ネットワーク』」、「東京一極集中の是正と東京圏の位置付け」、「地域別整備の方向」の４つの 

柱から構成される基本構想が提案され、これを受けて「広域地方計画」（平成 28 年）では「「広広域域ブブロロ

ッックク相相互互間間のの連連携携的的なな連連ななりりをを 44 つつのの国国土土軸軸のの構構想想とともも重重ねねてていいくく」」ことが目指されている。 

こうした国土形成計画における地方広域ブロックのあり方を本調査における主な対象圏域である西

瀬戸地域に適用すると、広広域域ブブロロッックク相相互互間間をを連連携携すするる新新たたなな国国土土軸軸ととししてて太太平平洋洋新新国国土土軸軸がが浮浮上上する。 

西瀬戸交流圏は、九州、四国、中国の三つの地方広域ブロックを産業、観光、生活等の様々な面で結

びつける重要な圏域である。また太平洋新国土軸は、新たな地域拠点の形成や災害に脆弱な現在の国土

軸のリダンダンシーを形成する国土の防災機能の強化を担った国土軸となる。 

そこで、こうした国土形成上重要な役割を担った太平洋新国土軸、西瀬戸交流圏を実現するためには、

海で隔てられている九州、四国、中国の広域ブロックを陸路（道路、鉄道）で結ぶことが重要となり、

西西瀬瀬戸戸交交流流圏圏ににおおいいてて唯唯一一陸陸路路でで結結ばばれれててなないい九九州州～～四四国国をを結結ぶぶ豊豊予予海海峡峡ルルーートトのの整整備備がが必必要要である

と考えられる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

はじめに 

平成１０年３月に策定された全国総合開発計画「２１世紀の国土のグランドデザイン」で示

された４つの国土軸構想の一つである「太平洋新国土軸構想」は、中部、近畿、四国、九州、沖

縄にまたがり、主に東海（遠州、三河、名古屋、伊勢、志摩）から紀伊半島、淡路、四国、九州

中部（熊本、大分）を経て九州西部（長崎、天草）に至る地域を高速道路や高速鉄道などで結

ぼうとするものである。 

本調査は、そのうち「豊予海峡ルート（大分県佐賀関半島と愛媛県佐田岬半島を隔てる豊予

海峡を海底トンネルや橋梁で結ぼうとするもの）」の整備によってもたらされる経済・社会効果

等の調査・分析を行い、実現に向けた今後の方策を探ることを目的とする。 

図序-1.本調査における主な対象圏域（西瀬戸交流圏） 

※「西瀬戸交流圏」について

は、P1-5 西瀬戸レインボー

プランにて詳述 
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２）豊予海峡ルートの必要性・意義 
こうした国土形成の視点から豊予海峡ルートの必要性・意義としては、新新たたなな地地域域拠拠点点のの形形成成やや広広域域

防防災災、、広広域域観観光光、、産産業業連連携携、、定定住住促促進進等等のの面面でで大大ききなな波波及及効効果果がが期期待待される。 

特に、九州と四国とを結ぶ国際的な特色のある観光軸の形成によるインバウンド観光客の増加等は、

ゼロサムではない新たな需要を創出することになるものと見込まれる。 

以下本編では、豊予海峡をトンネルまたは橋梁で結ぶ場合における最適なルートを選定し、それぞれ

の概算事業費を算出するとともに、費用便益分析や経済波及効果等を検討する中で、実現に向けた方策

を探っていくこととする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

図序-2.豊予海峡ルートを活用したエリアネットワークの形成イメージ 
※上記は作成したイメージであり、具体的な位置を示しているものではない 

出典：既往資料を基に作成 
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２．豊予海峡ルートの概要 

１）計画概要 
 

 

 

 
 
 
 
 

●位置 大分県佐賀関半島～愛媛県佐田岬半島 

●海峡幅 約 14km 

●最大水深 約 180ｍ 

●鉄道軸の想定 昭和 63 年日本鉄道建設公団の「地形・地質等に関する調査」に

より、「トンネルでの建設可能」と報告。平成 7 年から運輸省が

経済社会調査を実施 

●道路軸の想定 平成 6 年に建設省が経済社会調査を実施。平成 7 年に愛媛県、

大分県が長大橋に係る基礎的な技術調査を実施。平成 10 年に豊

予海峡架橋調査委員会（豊予海峡架橋調査報告書）が「架橋は技

術的に可能」と報告 

  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

豊予海峡ルートは、九州（大分県佐賀関半島）から豊予海峡を横断して四国（愛媛県佐田岬

半島）に至る延長約１４km の海峡を横断するルートである。 

このルートは四国･中国・九州の海峡部を結ぶネットワークの環状化による広域経済文化圏の

形成や都市機能の分担、災害時のリダンダンシー確保を可能とするとともに、地理的･文化的に

アジア諸国と近接する九州にとっては、陸･海の交通軸と有機的に連携することにより、物流も

含めた国際交流拠点の形成にも寄与することが期待されている。 

図序-3.豊予海峡ルートのイメージ   出典：愛媛県ＨＰ 
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２）国土形成計画と太平洋新国土軸のあゆみ 
昭和 44 年の新全国総合開発計画が制定されて以来、豊予海峡ルートは四国と九州をつなぐ国土軸に

位置づけられ、実現に向けた検討・議論が行われてきた。 

表序-1.国土形成と太平洋新国土軸のあゆみ（その１） 

年年度度    全全総総・・国国土土形形成成計計画画  関関連連調調査査  概概          要要  備備      考考  

1965 年 S40     ワイズマン報告で「第二東西道路構

想」提案 

  

1969 年 S44 新全国総合開発計画 

（経済企画庁） 

  九州・四国連絡新幹線鉄道および九

州・四国連絡自動車道の建設構想が

明記 

  

1973 年 S48 四国新幹線（大阪～

大分）の基本計画と

して決定（告示） 

  四国新幹線、四国横断新幹線、九州

横断新幹線、東九州新幹線が基本計

画線に決定 

  

1974 年 S49   豊予海峡ルートのト

ンネル部分の調査

（日本鉄道建設公

団） 

四国新幹線建設を前提として、豊予

海峡ルートのトンネル部分の調査を

開始 

  

1987 年 S62 第４次全国総合開発

計画が閣議決定 

（国土庁） 

  「多極分散型国土の形成」が示され、

西瀬戸インターブロック交流圏構想

及び九州・四国間の交通体系を長期

的視点に立ち検討することが明記 

  

1988 年 S63  地形・地質等に関す

る調査（日本鉄道建

設公団） 

トンネル部分の最終報告として、海

底トンネル方式の場合、最深部でﾏｲ

ﾅｽ 335m となるが、青函トンネル（最

深部ﾏｲﾅｽ 240ｍ）の技術を活用する

ことで実現可能 

 

   瀬戸中央自動車

道（児島・坂出ル

ート）供用 

1991 年 H3     海峡横断道路プロジェクトに関する

技術調査を実施（～H4 年度 建設省） 

  

1993 年 H5     県や経済団体などでつくる豊予海峡

ルート推進協議会が設立 

  

1994 年 

  

H6 

  

    豊予海峡周辺地域を対象とした経済

社会調査を実施（建設省） 

 

    豊後伊予連絡道路（大分県大分市～

愛媛県八幡浜市）が地域高規格道路

の候補路線に指定 

  

1995 年 H7  豊予海峡ルート架橋

に関する基礎調査 

（運輸省） 

豊予海峡トンネル部の経済社会調査

等に着手（運輸省）、豊予海峡道路の

基礎調査に着手（建設省） 

架橋の技術的可能性についての調

査、自然条件や社会的条件などの基

礎調査を開始（大分県・愛媛県合同） 
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表序-1.国土形成と太平洋新国土軸のあゆみ（その２） 

年年度度    全全総総・・国国土土形形成成計計画画  関関連連調調査査  概概          要要  備備      考考  

1996 年 H8   豊予海峡交流地域振

興調査（豊予海峡ル

ート推進協議会） 

豊予海峡交流地域振興調査を発表   

1997 年 H9   豊予海峡ルート輸送

方式比較検討調査報

告書（豊予海峡ルー

ト推進協議会） 

横断技術（橋とトンネル）や交通モ

ード（自動車と鉄道）の比較調査を

実施 

トンネルの場合、鉄道については特

に制約がなく、自動車についても換

気技術の限界があるものの、対応可

能とした 

橋梁の場合道路

橋は技術的に可

能であるが、ス

パンが長大化す

るため、鉄道橋

や併用橋として

の供用は困難 

1998 年 

  

  

H10 

  

  

第５次全国総合開発

計画が閣議決定 

（21 世紀の国土のグ

ランドデザイン） 

  太平洋新国土軸を含む４つの国土軸

を中心とする「多軸型国土形成」を

目指すことを提唱 

 

６海峡横断プロ

ジェクトなど大

規模プロジェク

トが明記 

  新道路整備五箇年計

画決定（国土交通省） 

海峡横断プロジェクトについても明

記 

  

  豊予海峡架橋調査報

告書（豊予海峡架橋

調査委員会） 

架橋は技術的に可能とする豊予海峡

架橋調査報告書を公表。（総延長約

12.7km、総事業費約１兆 3000 億円） 

神戸淡路鳴門自

動車道（神戸・鳴

門ルート）供用 

2005 年 H17 国土形成計画法に改

正・改称 

      

2006 年 H18       西瀬戸自動車道

（尾道・今治ル

ート）供用 

2008 年 H20 国土形成計画が閣議

決定（国土交通省） 

  「湾口部や海峡部などを連絡するプ

ロジェクトは長期的視点から取り組

む」とされた 

  

2015 年 H27 新たな国土形成計画

が閣議決定（国土交

通省） 

  地域が個性を磨き、異なる個性を持

つ各地域が連携することによりイノ

ベーションの創出を促す「対流促進

型国土」の形成を図ることとし、こ

の実現のための国土構造として「コ

ンパクト＋ネットワークの形成」を

提言 

  

2016 年 

  

  

H28 

  

  

      東九州自動車道

（北九州-宮崎

間）供用 

  豊予海峡ルート調査

事業（大分市） 

豊予海峡ルートによりもたらされる

経済・社会効果などの調査・分析を

実施 

 

2017 年 H29  豊予海峡ルート調査

事業（大分市） 

主に新幹線整備における需要予測、

経済効果検討を実施 

 

2018 年 H30  豊予海峡ルート調査

事業（大分市） 

主に道路整備における需要予測、経

済効果検討を実施 
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表序-1.国土形成と太平洋新国土軸のあゆみ（その３） 

年年度度    全全総総・・国国土土形形成成計計画画  関関連連調調査査  概概          要要  備備      考考  

2019 年 R1  豊予海峡ルート調査

事業（大分市） 

主に産業面・観光面・物流面による

経済波及効果についての検討を実施 

 

2020 年 R2  豊予海峡ルート調査

事業（大分市） 

主にリダンダンシー効果についての

検討を実施 

 

2021 年 R2  豊予海峡ルート調査

事業（大分市） 

主に民間活力で建設する場合の事業

収支、事業スキームの検討を実施 

 

 


